
２０２３年３月１５日 

東急アライアンスプラットフォーム２０２２Ｄｅｍｏ Ｄａｙを開催 

～最優秀賞は株式会社クラダシが受賞～ 

東急株式会社 

 

当社は、３月１４日（火）にＳｈｉｂｕｙａ Ｏｐｅｎ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｌａｂ（以下、ＳＯＩＬ）において、スタートアップを中心とした企業

との事業共創を推進する「東急アライアンスプラットフォーム」（以下、ＴＡＰ）の２０２２年度Ｄｅｍｏ Ｄａｙ（以下、デモデー）

を開催しました。今年度のデモデーでは、「東急賞」「渋谷賞」「二子玉川賞」「ＳＯＩＬ賞」「オーディエンス賞」を決定し、最優

秀賞にあたる「東急賞」には、株式会社クラダシを選定しましたので、お知らせします。 
 

株式会社クラダシは、ミッションを「ソーシャルグッドカンパニーでありつづける」、ビジョンを「日本で最もフードロスを削

減する会社」と掲げ、まだ食べられるにもかかわらず捨てられてしまう可能性のある商品などをお得な価格で販売する、

ソーシャルグッドマーケット「Ｋｕｒａｄａｓｈｉ」を運営しています。 

事業共創を行う株式会社東急モールズデベロップメントとは、２０２２年３月以降、株式会社東急モールズデベロップメ

ントが運営する４つの商業施設で「Ｋｕｒａｄａｓｈｉ」ＰＯＰＵＰ ＳＨＯＰを開催しており、２０２３年５月下旬にはオンラインとオフ

ラインを連携させたフードロス削減を目指し、地域密着型商業施設たまプラーザ テラスに「Ｋｕｒａｄａｓｈｉ」初となる常設店

舗の出店を予定しています。 

デモデーでは、審査員による協議の結果、フードロス削減に課題を抱えている食品を扱う事業者と幅広く接点をもつ東

急グループとの親和性の高さ、このサービスを通じて利用者が意識せずに社会貢献活動に参画でき、持続可能な社会

の実現への寄与が期待できることから、東急賞に選定しました。 

そのほかの４社とも、東急グループの事業資産を活用したテストマーケティングなどの結果を踏まえ、業務提携などを

検討します。また、今回東急グループの参画事業者２２社のうち、最も積極的に応募企業との事業共創に取り組んだ事

業者を表彰する「ベストアライアンス賞」では、株式会社東急モールズデベロップメントを選定しました。 
 

当社は、２０１５年度から、スタートアップ企業などとの事業共創を図る「東急アクセラレートプログラム」を実施しており、

２０２１年度には「東急アライアンスプラットフォーム」に名称変更およびリブランディングを行うなど、スタートアップ企業な

どから選ばれ続けるオープンイノベーションプラットフォームを目指して進化を続けてきました。 これまで、累計９９２件の

応募があり、うち１０３件のテストマーケティングや協業、うち３６件の事業化や本格導入、７件の業務・資本提携が実現し

ています（２０２３年３月１５日時点）。   

ＴＡＰが開始してから８年目を迎える２０２２年度は、オウンドメディア「ＴＡＰ Ｌｉｂｒａｒｙ」を通じて、テストマーケティング後

も継続して事業化に取り組んでいる事業共創について取り上げ、発信力の強化に注力してきました。こうした取り組みの

結果、２０件の協業が実現し、そのうち、今後事業共創の発展が特に見込める５社をデモデー登壇企業として選定しまし

た。  
 

２０２３年度は、東急グループの既存事業の課題解決だけでなく、新たな事業創出に向け、社内外と連携した実証実験

を推進することで、世の中の多様化するニーズに迅速に対応し、当社ならではの社会価値を提供することで、サステナブ

ルな街づくりを推進していきます。 

詳細は別紙のとおりです。 

以    上 

▲「東急アライアンスプラットフォーム２０２２」Ｄｅｍｏ Ｄａｙ授賞式の様子 



【別紙】 

「東急アライアンスプラットフォーム２０２２」 Ｄｅｍｏ Ｄａｙ開催概要および受賞企業 

 

■開催概要 

・日 程：２０２３年３月１４日（火）１４時３０分～１７時３０分 

・場 所：Ｓｈｉｂｕｙａ Ｏｐｅｎ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｌａｂ（ＳＯＩＬ） 

            （住所／東京都渋谷区渋谷一丁目１３番９号 渋谷たくぎんビル７階） 

 

■受賞企業 

・東急賞（賞金１，０９０，０００円）：株式会社クラダシ 

・渋谷賞（賞金４２８，０００円）：株式会社アジラ  

・二子玉川賞（賞金２５０，０００円）：ノウンズ株式会社 

・ＳＯＩＬ賞（賞金１００，０００円）：ＳＵＳＨＩ ＴＯＰ ＭＡＲＫＥＴＩＮＧ株式会社、ＡＸＥＬＬ株式会社 

・オーディエンス賞（賞金２００，０００円）：株式会社クラダシ 

 

■審査員 

（外部審査員） 

・ＳＢＩインベストメント株式会社 執行役員 ＣＶＣ事業部長 加藤 由紀子 氏 

・株式会社ポーラ・オルビスホールディングス 総合企画室 コーポレートベンチャーキャピタル担当 岸 裕一郎 氏 

・デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社 Ｍｏｒｎｉｎｇ Ｐｉｔｃｈ 運営統括 永石 和恵 氏 

（当社審査員） 

・東急株式会社 取締役社長 社長執行役員  髙橋 和夫 （審査員長） 

・東急株式会社 常務執行役員 フューチャー・デザイン・ラボ管掌 東浦 亮典 

 

■東急グループ内表彰 

・ベストアライアンス賞：株式会社東急モールズデベロップメント 

 

■Ｄｅｍｏ Ｄａｙ登壇企業との事業共創内容（五十音順） 

１．ＳＵＳＨＩ ＴＯＰ ＭＡＲＫＥＴＩＮＧ株式会社 

【共創企業：東急電鉄株式会社】 

・所在地： 東京都千代田区丸の内２－３－２郵船ビルディング１階 

・代表者名： 徳永 大輔 

・設立年月： ２０２１年１０月 

・サービス名： トークングラフマーケター 

・会社ＵＲＬ：https://www.sushitopmarketing.com/  
【事業共創内容】 

ＮＦＴの配布と企画に特化して企業のＮＦＴマーケティングを支援するＳＵＳＨＩ ＴＯＰ ＭＡＲＫＥＴＩＮＧ（以下、「ＳＵ

ＳＨＩ ＴＯＰ」）は、ＮＦＴを簡単に受け取れる「ＮＦＴ Ｓｈｏｔ」の開発や、一度配信したＮＦＴに対して新たなＮＦＴをリター

ゲティング配信するためのシステム提供などを通じて世の中にＮＦＴを普及させ、トークングラフマーケティングという

新しいマーケティング手法の確立を目指しています。東急電鉄株式会社（以下、「東急電鉄」）は新たなデジタル顧客

接点の獲得を目的として、ＳＵＳＨＩ ＴＯＰの「ＮＦＴ Ｓｈｏｔ」などを活用し、東急新横浜線開業を記念した鉄道車両や

ヘッドマークなど４種類の限定デザインＮＦＴの無料配布を３月１８日から実施します。合わせて特設サイト「ＴＯＫＹＵ 

ＲＡＩＬＷＡＹＳ ＮＦＴ ＰＲＯＪＥＣＴ」を公開し、ＮＦＴ所有者のみ楽しめる限定映像などの特典コンテンツも順次公開す

る予定です。 

※詳細は東急電鉄リリース参照：https://www.tokyu.co.jp/company/news/list/Pid=post_483.html 

 

２．ＡＸＥＬＬ株式会社 

【共創企業：東急株式会社】 

・所在地： 東京都渋谷区道玄坂１－１５－３ プリメーラ道玄坂７１８ 

・代表者名： 大谷  宜央 

・設立年月： ２０１９年１２月５日 

・サービス名： ＴＲＩＡＤ謎解き 

・会社ＵＲＬ： https://axell.tokyo/index.html 

 

https://www.sushitopmarketing.com/
https://www.tokyu.co.jp/company/news/list/Pid=post_483.html
https://axell.tokyo/index.html


【事業共創内容】 

‘魅惑的最高のエンターテイメント体験で人生を豊かに‘をミッションに、コミュニティサービスを生み出しているＡＸ

ＥＬＬは、地方創生、社会問題などを謎解きを通して、楽しみながら改善していく「ＴＲＩＡＤ」を展開しています。２０２２

年１０月から２０２３年３月２６日まで、東急株式会社・上田電鉄株式会社と共同で、長野県上田市の「信州上田別所

線謎解き～失くした記憶と忘れられた龍～」を企画実施しています。また、２０２２年１２月から２０２３年６月３０日まで

は、東急グループ創立１００周年記念イベントとして、謎解き「時の魔女と１００の約束」を実施しています。「未来とノ

スタルジー」をテーマにＡＲやＩｏＴといった新たなテクノロジーを駆使して、東急グループ創立１００周年にまつわるグ

ループ発展の歴史を感じ、街の新たな魅力を発見しながら、東急線沿線を周遊する体験型謎解きイベントです。今

後はＡＸＥＬＬと東急株式会社で、周遊型の謎解きを通して、エリアや各地域の特徴を知っていただき、魅力を感じて

いただける体験を提供していきます。 

 

３．株式会社クラダシ 

【共創企業：株式会社東急モールズデベロップメント】 

・所在地： 東京都品川区上大崎３－２－１ 目黒センタービル５F 

・代表者名： 関藤 竜也 

・設立年月： ２０１４年７月７日 

・サービス名： Ｋｕｒａｄａｓｈｉ 

・会社ＵＲＬ：https://corp.kuradashi.jp/ 

 

【事業共創内容】 

ミッションを「ソーシャルグッドカンパニーでありつづける」、ビジョンを「日本で最もフードロスを削減する会社」と掲

げるクラダシは、まだ食べられるにもかかわらず捨てられてしまう可能性のある商品などをお得な価格で販売する、

ソーシャルグッドマーケット「Ｋｕｒａｄａｓｈｉ」を運営しています。２０２２年３月に青葉台東急スクエアで催事を開催したこ

とを皮切りに、２０２２年１０月から１１月にかけては東急モールズデベロップメントが運営する 4つの商業施設で「Ｋｕ

ｒａｄａｓｈｉ」ＰＯＰＵＰ ＳＨＯＰを開催しました。２回目の開催となる青葉台東急スクエアでは、フードロスを減らすコツを

オンライン/オフラインの両方で投稿する企画を通じて、食品ロス削減のムーブメントを醸成するユーザーの行動変

容を促しました。今後は、２０２３年５月下旬に地域密着型商業施設たまプラーザ テラスに「Ｋｕｒａｄａｓｈｉ」初となる常

設店舗を出店し、フードロス削減活動を日常生活に取り入れる仕組みづくりによって「社会にいいこと、街にいいこ

と」の実現を目指していきます。 

 

４．ノウンズ株式会社 

【共創企業：株式会社東急エージェンシー】 

・所在地： 東京都新宿区新宿４－３－１５ 

・代表者名： 田中 啓志朗 

・設立年月： ２０１９年１２月３日 

・サービス名： Ｋｎｏｗｎｓ Ｂｉｚ 

・会社ＵＲＬ：https://knowns.co.jp  
【事業共創内容】 

“あらゆる人に、データという武器を。”をミッションに、億単位の消費者意識データを保有するノウンズは、簡単な

操作で誰でも高度な分析が可能な消費者データ分析プラットフォーム「Ｋｎｏｗｎｓ Ｂｉｚ」を提供しています。今回は、

株式会社東急エージェンシーが開発した独自のファネル分析やブランディングフレームと、ノウンズがもつ消費者ビ

ックデータを掛け合わせ、データ取得から分析までをクラウド上で行える新サービスの共同開発を行っています。こ

の共創による PoCを経たのち、今後開発予定の新サービスを活用したデータビジネスの共同事業化を目指します。 

 

５．株式会社アジラ 

【共創企業：東急セキュリティ株式会社】 

・所在地： 東京都町田市中町１－４－２ 

・代表者名： 木村 大介 

・設立年月： ２０１５年６月１日 

・サービス名： ＡＩ警備システム「アジラ」 

・会社ＵＲＬ：https://www.asilla.jp/  

 

 

 

https://corp.kuradashi.jp/
https://knowns.co.jp/
https://www.asilla.jp/


【事業共創内容】 

世界トップクラスの行動認識ＡＩ技術を有するアジラは、既存の防犯カメラをそのまま活用して異常行動や不審行

動を検知可能なＡＩ警備システムを提供しています。２０２２年７月には、東急電鉄渋谷駅内の５台の防犯カメラを使

い、駅構内でのお客さま同士のトラブルや急病人・異常行動の予兆などを検知する実証実験を行いました。その結

果、禁止エリアへの侵入検知において、ＡＩ警備システムと警備員が連携した運用体制の確認を複数回行うことがで

きたとともに、高い侵入検知精度を確認できました。今後は東急グループへのさらなる展開を目指すとともに、東急

セキュリティが目指す「沿線地域の安全・安心」の実現に向けた事業共創を推進します。 

 

【参考】 

■「東急アライアンスプラットフォーム」について 

（１）概要 

２０１５年度から、スタートアップ企業などとの事業共創を図る「東急アクセラレートプログラム」を実施し、２０２１年８

月より「東急アライアンスプラットフォーム」に名称変更およびリブランディングを行いました。 

「交通」「物流・倉庫」「不動産」「建設」「百貨店・スーパー・ショッピングセンター」「広告・プロモーション」「デジタルマ

ーケティング」「カード・ポイント・ペイメント」「スマートホーム・スマートライフ」「ツーリズム」「ホテル・ホステル」「エンター

テインメント」「スポーツ」「ヘルスケア」「教育・カルチャー」「電力」「セキュリティ」「デジタルプラットフォーム」「脱炭素・サ

ーキュラーエコノミー」の１９の事業領域を中心に、東急線沿線の生活利便性を高めるＢｔｏＣ、ＢｔｏＢｔｏＣのサービスや

プロダクトを募集しています。１９の事業領域で掲げられたニーズにマッチする企業とは、東急グループの事業資産を

活用したテストマーケティングなどを実施、その結果により東急グループ各社との業務提携なども検討します。 

東急アライアンスプラットフォームは２４時間３６５日応募受付をしており、応募月の翌月中旬には検討結果を一次

回答しています。 

なお、２０２２年度デモデー各賞受賞対象企業は、今年度、テストマーケティングなどの事業共創を開始、もしくは実

施することが決定した企業が対象です。デモデー後は、引き続き事業共創を進めていく予定です。 

 

（２）累計協業数（２０２３年３月１５日時点） 

 ＴＡＰ 外部プログラムなど※ 合計 

協業数 １０３件（実施決定の５件を含む） １１件 １１４件 

うち事業化・本格導入数 ３６件（実施決定の２件を含む） ２件 ３８件 

うち業務・資本提携数 ７件 １件 ８件 

※ＴＡＰ事務局が連携するコンソーシアム型プログラムや他社プログラムなどをきっかけとした案件 

 

（３）オウンドメディア「ＴＡＰ Ｌｉｂｒａｒｙ」 

  ＴＡＰ Ｌｉｂｒａｒｙでは、東急グループが抱える課題やニーズの背景、取り組み事例の裏側、各種イベントレポートなど、

ＴＡＰに関連する情報をより詳細な形で発信しています。ＴＡＰを通じて生まれた事業共創事例を中心に取り上げ、共創

の背景や裏側を伝える「Ｃａｓｅ」、ＴＡＰ参画事業者について取材し、ＴＡＰやＴＡＰ参画事業者が目指している未来やそ

の実現に向けたニーズを伝える「Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ」、ＤｅｍｏＤａｙやその他のイベント参加レポートを掲載する「Ｒｅｐｏｒｔ」の３つ

で構成されています。 

  ＤｅｍｏＤａｙに登壇した企業のその後の取り組みについての取材記事は「Ｃａｓｅ」に掲載しています。 

 

・ オンライン物産展で協業 鍵は商品選定とタイミング ｜エドノイチ×東急百貨店 

ＵＲＬ：https://tokyu-ap.com/library/case/05.html 

・ 工具照合自動化ツール「工具ミッケ」が仕掛ける、建設現場のＤＸ。オープンイノベーションで描く東急建設初のビ

ジネスモデルとは ｜アイリッジ×東急建設 

ＵＲＬ：https://tokyu-ap.com/library/case/06.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://tokyu-ap.com/library/case/05.html
https://tokyu-ap.com/library/case/06.html


（４）東急アライアンスプラットフォーム参画企業一覧（全２２社※五十音順）  

・ イッツ・コミュニケーションズ株式会社（２０２２年度から参画） 

・ Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｄｅｓｉｇｎ株式会社 

・ 株式会社ＳＨＩＢＵＹＡ１０９エンタテイメント 

・ 東急株式会社 

・ 株式会社東急エージェンシー 

・ 東急カード株式会社 

・ 東急建設株式会社 

・ 株式会社東急シェアリング 

・ 東急ジオックス株式会社（２０２２年度から参画） 

・ 株式会社東急ストア 

・ 東急スポーツシステム株式会社 

・ 東急セキュリティ株式会社 

・ 株式会社東急総合研究所 

・ 東急電鉄株式会社 

・ 東急バス株式会社（２０２２年度から参画） 

・ 株式会社東急パワーサプライ 

・ 株式会社東急百貨店 

・ 東急不動産株式会社 

・ 東急不動産ホールディングス株式会社 

・ 株式会社東急ホテルズ 

・ 株式会社東急モールズデベロップメント 

・ 株式会社東急レクリエーション 

 

以      上 


